
分詞構文について

波多野満雄

はじめに

英語には分詞構文と呼ばれるものがある。例(la)のように現在分詞や例(2a)の

ように過去分詞が節の内容を表し、基本的に主節に対して副詞的な修飾語として

の働きをする構文のことである。しかし、この構文は、単に副詞的従属節の働き

をするだけではなく、主節と多様な関係を生みだすことが出来る。この主節との多

様な関係から、必然的に分詞構文は多くの意味を表すことになるのであるが、そ

れぞれの英文においてどの様な意味を表すことになるかは色々な要素が絡み合っ

て決定される。本稿の目的は分詞構文が主節とどの様な関係で結びついているの

か、また分詞構文の表す意味決定にはどのような要素が関わっているのかについ

て考察することである(')。

(1)a.Seeingtheapproachingpolicemen,hehurriedfbrward.(BNC(2))

（その近づいてくる警官を見て、彼は先へと急いだ）

b.Seenfromtheside,theyareatfirstglanceverysimilarindeed.(BNC)

（横から見ると、それらは一見したところでは本当によく似ている）

1.分詞構文の形態的特徴

この章では分詞構文の形態的特徴について考察する。分詞構文は前述のよう

に主節を副詞的に修飾する役割を担うわけであるが、純然たる従属節とは形態的

に異なる点がある。以頂まずはその基本的な特徴から見てゆく。

1．1分詞構文の基本的形態

従属節と比較した場合の分詞構文の基本的な形態的特徴は、例(2a)のように

接続詞が無いこと、例(3a)のように主語が無いこと、そして動詞が、例(4a)のように

現在分詞や例(5a)のように過去分詞となることである。これらの基本的な形態を

有する分詞構文の使用頻度が圧倒的に多い。しかしながら、使われる頻度は上
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記の基本のもの程高くはないが、例(2Ijのように分詞の前に接続詞があるもの、例

(3b)のように主語があるものもある。また同じ動詞を用いた分詞構文でも、例(4a)
のように進行相の意味を持たない場合と、(4b)のように持っている場合があり、両

者の間に形態的相違は生じない。さらに、例(5a)のように過去分詞が分詞構文に

用いられた場合、それは受身の意味なので、実際にはその前にbeingがあってもい

いのであるが、通常省略される。しかし、例(Sb)のようにbeingが省略されないもの

も存在する。このように基本の形態から逸脱するものが多くあるが、これらについ

ては別に章を設けて考察してゆく。

(2)a.Borninl930inSouthport,hewasschooledinhishometownbefbrestudying

chemistryatLiverpoolUniversity.(BNC)

（彼は1930年にサウスポートで生まれ、地元で教育を受けた後、リバプール

大学で化学を学んだ）

b.EUbankstartedhiscareerinNewYorkeightyearsago,althoughborninBritain.

(BNC)

（ユーバンクは8年前にニューヨークで活動を開始した｡生まれは英国なのだが）

(3)a.Tilrningaway,Keithraisedhisvoice.(BNC)

（顔をそむけると、彼は声を張り上げた）

b.Allthingsconsidered,shewouldbebettermarried.(BNC)

（あれこれ考えれば､彼女は結婚したほうがよいだろう）

(4)a.Walkingalongtoherroom,shequietlyclosedthedoor.(BNC)

（ずっと部屋まで歩いて行って、彼女は静かにドアを閉めた。）

b・Walkingtothedoor,Sabinewondereddetachedlywhatthereactionwouldbeif

shevoicedherunspokenthoughtaloud,butdecidednottoriskit.(BNC)

（ドアの方へと歩きながら、セイバインは、もし自分が秘かな思いを口に出し

たらどんな反応が返ってくるだろうかと冷静に考えたが、そんな危険は冒さ

ないことに決めた）

(5)a.Notsatisfied,Harrietaskedhertogetintouchwithherbrotherasshewouldlike

toseehim.(BNC)

（満足できずミハリエットは彼女に、会いたいので、兄弟に連絡を取ってくれ

るよう頼んだ）

b・Thejudgmemnotbeingsatisfied,thebankpresentedabankruptcypetition

againstBalonefbrthewholedebt.(BNC)

（その債務は履行されなかったので、銀行はBに対してのみ、全借財に対す
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る破産の申し立てを行った）

1．2完了形

分詞構文には、同じく準動詞である例(6a)のtO不定詞や例"句の動名詞のように

完了形が存在する。準動詞の完了形の基本的な機能はいずれも述語動詞の表す

時よりも前の時を表すことであり、例(6a-lj同様、分詞構文の完了形である例(7a-Q
においても主節の述語動詞の表す時よりも前の出来事を分詞が表している。

(6)a.Ispoketoyouyesterdayaboutit,butyoudon'tseemtohaveheardme.(BNC)

（私は昨日それについて君に話したけれど､君はどうも聞いていなかったようだ

ね）

b・Suddenlyshefeltangrywithherselffbrhavingletheremotionsgetoutof

control.(BNC)

（突然彼女は、感情を爆発させてしまったことに対して自分自身に腹が立っ

た）

(7)a.TheFrench,havingbeenvictimsofGermanoccupation,weremuchlesscertain

aboutthispolicy.(BNC)

（フランス国民は、ドイツの占領による犠牲者だったので、この政策に関して

ははるかに自信がなかった）

b.Hewastheeldestson,histwobrothershavingbeenkilledintheGreatWar.

(BNC)

（彼は長男で､彼の二人の弟は世界大戦で亡くなっていた）

c.Thieves,havingstolenacar,takeitfbrajoyrideandthenstripitbefbresetting

italighttodestroytheevidence.(BNC)

（泥棒たちは、車を盗むと、まずはしばらく乗り回し、それから部品を取り外

した上で証拠隠滅のために火を付ける）

準動詞の完了形は例(8a)のtO不定詞および(8b)の動名詞のように、述語動詞の

表す時より前の時を表すだけではなく、完了相の意味でも用いられる。分詞構文

の場合も同様であり、例(9a)の場合、分詞構文中にalreadyがあることから「完了・

結果｣の意味を表していることが分かる。また例④句の場合、twoorthreetimesか

ら、例(99の場合、fbrsomedaysから、それぞれ｢経験｣および｢継続」の意味を表

していることが分かる。

-21-



(8)a.Muchofitnowseemstohavealreadybeenburned.(BNC)

（その多くが今はもうすでに燃やされてしまったようである）

b・Unfbrtunately,thereportedeffectonsomeoftheoldergenerationistomake

themregrethavinglivedsolongandapologizefbrtheirneedtocallonmore

servicesthandoyoungerpeople.(BNC)

（残念なことに、年配の世代の何人かに対する影響は、報告によれば、長

牛ぎしたことを後悔させ、若者よりも公共サービスに頼る必要があることを

申し訳なくおもわせることだった）

(9)a.ThegroupnowplanstoconcentrateonEurope,theUSandJapan,havingalready

closedofficesinHongKongandSingapore.(BNC)

（そのグループは今やヨーロッパ、アメリカそして日本に集中することを計

画している。既に香港やシンガポールの事務所は閉鎖してしまっているの

だ）

b.IknewWashingtonquitewell,havingvisitedittwoorthreetimeswhilelwas

atAmherstinl969.(BNC)

（私はワシントンをとてもよく知っていた。1969年にアマーストにいた時に

二、三度訪れたことがあったのだ）

c.Havingstudiedtheseonandofffbrsomedays,whatisyouropinion?(BNC)

（これらを断続的に何日か調査してきて、現在のあなたの意見は）

大変稀な例であるが、例(10)のように完了進行形の分詞構文も存在する。例

(10)の場合、継続の意味が強調されることになる。

(10)Anyway,theyknoweachotherprettywell,havingbeenlivingtogetherfbrtwo

yearsnow.(BNC)

（いずれにせよ、彼らはお互いのことを非常によく知っている。もう2年もずっ

と一緒に暮らしてきたからである）

1．3否定形

分詞構文の否定にはnotやneverなどが用いられる。基本的に否定辞は例(lla-b)

および例(12a-b)のように分詞の直前、つまり、節の一番前に置かれるが、neverが

完了形の分詞構文で用いられる場合、例(12c)のようにneverがhavingと過去分詞

形の間に入れられることもある。
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(11)a.Hesatandlookedatherlnotknowingwhattosaynext.(BNC)

（彼は座って彼女を見た。次に何を言えばよいのか分からなかったが）

b.Hiseyeskeptlookingawayoveroneofmyshouldersortheotherlnevermeeting

mygaze,....(BNC)

（彼は眼を私の肩越しにあっちこつちへ逸らし続けた。そして、私がじっと見

るその眼に決して視線を合せなかった）

(12)a.&WhatisSirGuylike?'shequeriedcuriouslylnothavingbeenpresentinthehall

whentheirvisitorhadarrived.(BNC)

（｢ガイ卿はどんな方ですか｣と彼女は興味ありげに尋ねた。訪問客達が到

着した時彼女はホールにいなかったのだ）

b・NeverhavingbeentoLondonbefbre,allmynotionscamefifomnewsreelsand

movieslikeOliverTwist,SherlockHolmesandMaryPoppins.(BNC)

（ロンドンには行ったことがなかったので、私の頭の中の考えは全て、ニュー

ス映画やオリバー・ツイスト、シャーロック・ホームズ、そしてメアリー・ポピ

ンズのような映画から得たものだった）

c.Iaskedherifshedidnotfeeldeprived,havingneverexperiencedschoollife.

(BNC)

（恵まれていないと感じていないか私は彼女に尋ねた。彼女が学校生活と

言うものを経験したことがなかったからだった）

2.分詞構文の表す意味･機能

前章で述べたように分詞構文は内容的には節に相当する。従って分詞構文が

使われた文中には主節を合わせて二つの節が存在することになる。一文中に複数

の節が存在する場合、通常その節同士の関係を示すために接続詞力淵いられる。

しかし、分詞構文には基本的に接続詞が無い。よって主節との意味的関連がは

っきりしないということになる。このため話し言葉では分詞構文の使用が避けられ

る傾向がある。しかし、接続詞が無い構文を話し手や書き手が敢えて選んで使っ

ているのであり、逆の見方をすれば、意味的関連を明示せず暖昧にするのが分

詞構文の特徴ということになる。例えば例(13)の分詞構文は主節に対して「時」「

原因･理由」「継起」などの意味を表しえる。接続詞があれば、意味関係が明示

されることになるが、逆に意味関係がひとつに限定されることにもなる。意味関係

をひとつに限定せず〈複数の意味を暖昧かつ複合的に表したのが分詞構文と言え

る。従って、具体的な分詞構文の英文を意味関係別に分類するのは意味の無い

ことなのかもしれない。しかしながら、分詞構文は主節と何らかの関連のある事
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柄を述べているのであり、聞き手、読み手はその関連性を読み取ろうとするもので

ある。意味関係が複数考えられ、どちらとも言えない場合がでてくる可能性は常

にあるが、典型的な関連性としてその意味を抽出し、考察するのは意義があるこ

とと思われる。

(13)Seeingtheapproachingpolicemen,hehurriedfbrward.Fla)

（その近づいてくる警官を見て、彼は先へと急いだ）

2．1付帯状況

主節の出来事を主要な状況とした際、分詞構文で付帯的、二次的な情報を述

べる場合を言う。二次的な情報という言い方は多分に暖昧で、実際には2.2～2.5

までに取り上げる典型的な意味･役割から外れるものは全てここに入ることになる

と言ってよいかもしれない。

2．1．1継起

主節と分詞構文で表される二つの出来事を、起こった時間順に並べたものであ

り、一連の出来事であることが多い。関連すると思われる二つの出来事が表現さ

れた際、時間順というのは人が自然に想像し、受け入れることのできる関係と思

われる。例(14a-b)は分詞構文が主節の前に来た場合であり、例(15a-ljは主節の後

に来た場合、そして例(16a)は主節の中に来た場合である。例(16b)では主節を挟ん

で前後に分詞構文があり、やはり継起順に出来事が述べられている。

(14)a.Looking叩,hegavehissisterafaintsmile.(BNC)

（見上げると、彼は妹にかすかに微笑んだ）

b.Tilrning,shesearchedthecrowdsfbraglimpseofhim.(BNC)

（振り向いて、彼女は一目だけでも見ようと群衆の中に彼を探した）

(15)a.Hesuddenlyswungherupintohisarms,lookingdownatherwithburningeyes.

(BNC)

（彼は突然さっと彼女を腕の中に抱え入れると、情熱的な目で彼女を見下ろ

した）

b.MrsArchersniffedandshruggedhershoulders,admittingthatthemoneywas

good.(BNC)

（アーチヤー夫人は鼻を鳴らし、両肩をすぼめ、そのお金は十分なものであ

ると認めた）
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(16)a.RUpert,leftalonewithlamheandPenelope,fbundhimselfheavingasighof

relief;fioppingdownintoachair,andsuggestingacupoftea.(BNC)

（ルバートは、アイアンシーとペネロペの三人だけになると、安堵のため息を

ついている自分に気付き、ドスンと椅子に腰掛け、紅茶を飲もうと提案し

た）

b.Nowlarrivinginthesafetyofherownroom,Maggieundressed,fbldingher

clothesandputtingthemawaywithanunusualneatnessfbrafifteenyearsold.

(BNC)

（今や自分の部屋という安全地帯に到着し、マギーは服を脱ぎ、14歳にして

は普通でない手際でそれらをたたみ、片づけた）

21．2同時生起

同時に起きている出来事を表す際に用いられ、一方に焦点を当てた言い方で、

談話分析の観点から言うと、基本的には主節に焦点が当てられ前景となり、分詞

構文が背景となる。例(17a)のように主節の前に位置するもの、例(17b)のように主

節の主語の直後に位置するもの、そして例(18a-Ij(19a-b)のように主節の後に来るも

のがあるが、主節の後に来る場合､例(18a-b)のようにカンマの無いものと例(19a-U

のように有るものがある。これらの位置関係やカンマの有無が意味にどのような

影響を与えるかについては次章で考察する。

(17)a.WalkingtothedoorlSabinewondereddetachedlywhatthereactionwouldbeif

shevoicedherunspokenthoughtaloud,butdecidednottoriskit.F41j

b.Ben,whistlinghappilylservicedhiscarinpreparationfbrthelongdriveNorth.

(BNC)

（ベンは、楽しそうに口笛を吹きながら、北への長距離ドライブのための準

備のために車の点検をした）

(18)a.Ispenddayswalkingandlookingfbrcompositions.(BNC)

（私は何日もかけて歩き回り作品を探した）

b.Frankiesatcalmlyonthesofareadinghiscomicasthoughnothingwas

happening.(BNC)

（フランキーはまるで何事も起こっていないかのように漫画を読みながら静

かにソファに座っていた）

(19)a.Manvillefidgetednervously,chewingathisbottomlip.(BNC)

（マンヴィルはそわそわと落ちつきがなかった。下唇を噛みながら）
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b.Shewalkedroundhim,whistling,buthedidn'tstir.(BNC)

（彼女は彼の周りをく､るっと歩いた。口笛を吹きながら。しかし彼は身じろ

ぎしなかった）

2．1．3追加的状況｡説明

主節と分詞構文で表している出来事が、連続で起こっているわけでも、同時に

起こっているわけでもなく、また2.2以下で扱う「時」・「原因･理由」・「譲歩」「条

件｣などの意味関係が存在するわけでもなく、ただ単に主節と関連した情報を分

詞構文の形で追加的に表していると言えるものがある。前置詞でその関係を表す

のが難しい場合もあり、この用法が分詞独自の使い方になると言えるかもしれな

い。例(20a-b)は主節に付随した状況を追加的に表しており、例(21a-b)は主節で大
雑把に述べた事柄を具体的に説明している。また例(22a)はひとつの行為の持つ意

味を別な角度で説明しており、例(22b)は手段を表し、例(22c)は発言者の発話時の

発話の前提(＝立場)を表している。

(20)a.Adeleturnedaway,apparentlysatisfied,andIsabelshrankbackonthebench,

halfhiddenbyAdele'sbodyastheothergirlleanedfbrwardtohearwhatwas

goingon.(BNC)

（アデルは顔をそむけた。どうやら満足しているようだった。そしてイザベル

は座っていたベンチで身を縮めた。半分アデルの身体の陰に隠れた状態

で。その時アデルの方は何が起こっているのかを耳で確かめようと身を前に

乗り出したのだ）

b.Sabatinihadsympathyfbrherladmittingthatshewentthroughthesameordeal

befbrewinningtheUSOpeninl990.(BNC)

（サバテイーニは彼女に対して同情していた。彼女も1990年に全米オープン

で勝つまで同じ試練を経験したと告白していたのだ）

(21)a.MrMajorspokeagain,praisingtheChancellor'shandlingofthecrisis.

（メージャー氏は再び話し始め、その大臣の危機への対処を褒め称えた）

b.Amanofindependentmeans,BartontravelledwidelylvisitingFranceandltaly

andpossiblyventuringasfarafieldasPolandandRussia,andpursuedinterests

ineconomicsandbotany.(BNC)

（遊んで暮らせる資産を持っていたので、バートンはあちこち旅行した。フラ

ンスやイタリアを訪れ、思い切ってポーランドやロシアといったはるか遠くま

で行き、経済や植物学に関する自らの興味を満足させた）

(22)a..Ihopeyou'resatisfied,'Norasaid,breakingthesilenceatlast.(BNC)
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（｢満足していただけるといいのですが｣とノラは言い､ついに沈黙を破った）

b.TheseriesrunsfifomJanuarytoDecemberl992andyoucanorderusingthe

coupononpage85.(BNC)

（そのシリーズは1992年の1月から12月まで続くので、85ページのクーポンを

使って注文できます）

c.Havingseenyouperfbrmtonight,Iwouldguessthatyoustillenjoyplayinglive.

(BNC)

（あなたが今夜演奏するのを拝見しましたが、依然としてあなたはライブの演

奏を楽しんでらっしやると私には思えます）

2．2時･場合

ある出来事が起こる時や場合を表すもので、例(23a-d)のように分詞構文に接続

詞のwhenと同じ、「時･場合｣の意味が感じられるものである。

(23)a.ArrivinginCooberPedyatsunset,Inoticedthedesertskywasstreakedwith

redlikeafireopal.(BNC)

（クーバー・ピーデイーに日没時に着いて、私は砂漠の空がファイアーオパー

ルのような赤色の縞模様で染まっているのに気が付いた）

b.Seenfromtheside,theyareatfirstglanceverysimilarindeed.一lb)

c.WatchingLaura,itishardtobelievethatoneyearagothischUbbychildfifom

Manchesterwiththetangleofblondecurlswasajaundiced,wastedwaif;waiting

todie.(BNC)

（ローラを見ていると、一年前にはマンチェスター出身のこのまるまる太って、

もじやもじやの金髪の巻き毛の子が黄疸にかかってやせ衰えた浮浪児で、

死を待つばかりであったとは到底思えない）

d.Drivingoverthewidecrossroads,fbrthesecondtime,withoutanothercartobe

seen,shehadavisionofherselfdrivingaroundallnight.(BNC)

（車で道幅の広い十字路を渡った際、二度目なのだが、あたりに他の車は見

当たらなかったので、彼女は一晩中自分があちこちドライブしているのだと

いう錯覚を起こした）

2．3原因･理由

分詞構文に接続詞のbecause,as,sinceなどと同じ｢理由」の意味が感じられるも

のである。主節と分詞構文の二つの出来事を起こった時間順に並べた「継起」に
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ついては既に述べたが、この｢原因･理由」はその延長線上にあると言える。二つ

の出来事が一連の出来事である場合、前に起こったことが原因・理由となって後

の出来事がその結果として起きることが多い。継起すると考えられる二つの出来

事が述べられた場合、そこにはこの｢原因･理由」の意味が生じることが多くなる。

複数の出来事を並べて述べる場合、時間順に並べるのが自然なように、原因･理

由とその結果を述べる場合も例(24a-c)のように原因･理由を表す分詞構文が主節

の前、あるいは主節の主語の直後に来るのが自然である。しかしながら、例(25a-

c)のように主節の後に来る場合もある。その場合は原因・理由を追加的･補足的

に付け加えた感じの文となる。また、先ほど述べたように、「原因・理由」は「継

起」の延長線上にあるので、文によっては例(26)のseeingように「継起」の意味は

あるが、「原因･理由」の意味も含まれるかどうかは微妙なものも存在することに

なる。

(24)a.Now,badlywounded,hehadbeentakenprisoner.(BNC)

（ひどい怪我をしていたので､彼は今や捕虜になってしまっていた）

b.Feelingalittleembarrassed,hequicklyclearedhisthroatandglancedupatthe

clock.(BNC)

（少し気づまりだったので､彼は素早く咳払いをして時計をちらっと見た）

c・Diodorusdeclaresbluntly:GGTheslaves,distressedbytheirhardshipsand

frequentlyoutragedandbeatenbeyondallreason,couldnotenduretheir

treatment''(BNC)

（デイオドロスはきっぱりと断言した：「奴隷たちは、数々の苦難に苦しみ、

不合理にも頻繁に侮辱ざれ殴られ、自分たちへの扱いに耐えられなかった

のだ｣）

(25)a.Thecoachdoorremainedclosed;sherappedonthewindowjseeingastillfigure

seatedinside.(BNC)

（そのバスのドアは閉まったままであった。彼女は窓をトントンと叩いた。バ

スの中に席に座ってじっと動かない人影が見えたのだ）

b.Heglancedather,quicklylrecognisingthedistasteinhervoice.(BNC)

（彼は彼女をちらっと見た。素早く・彼女の声に嫌悪の感情を感じ取ったか

らである）

c.Themurdererwasmeanwhilestanding,shockedatwhathadhappened,butstill

holdingthegun.(BNC)

（殺人者はその間ずっと立っていた。起こったことにショックを受けて、しか
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し、依然として銃は持っていた）

(26)Helookedaroundand,seeinghimselfalone,gotonhisknees:hiseyesclosed,

hisheadtightwithexhilaration.(BNC)

（彼はあたりを見回した。そして、自分一人なのを見てとって、脆いた。両眼

を閉じ、頭は陽気な気分で一杯だった）

過去分詞が用いられた分詞構文に通常省略されるbeingが補われると、例(27a-
b)のように｢原因･理由」の意味になることが多いと一般に言われている。同様な

ことは例(27c)のようないわゆる無動詞節にbeingを補った場合にも当てはまる。こ

れは何故であろうか。それを解くカギはbeingが何のために付けられるのかという

ことである。Beingを付けるということはそれが分詞構文であるということ、つまり

主節に対して文修飾の副詞として機能していることを明示しているのだと考えられ

る。Beingが無い過去分詞や無動詞節の場合、主節の主語を修飾する語句として

働く可能性があるのである。例えば例(28a)ではsensiblemanはbeingが付いていな

いことにより、主語と同格語句と解釈され、主節全体ではなく、主語のみを修飾

している解釈が生まれるし、例(28b)ではwoundedはbeingが付いていないことで、

例(28c)のwoundedのように擬似補語としての働きをしているとの解釈が生まれるの

である。例(29a-b)のようにbeingを補ったからといって、必ずしも分詞構文が｢原

因･理由｣の意味になるわけではないが(例(29a)は｢追加的状況｣、(29b)は｢主節

の説明｣を表している)、beingを付加するということで少なくとも文修飾としての資

格が与えられ、それによって主節全体に対する｢原因･理由」の意味が生じやすく

なるのではないかと思われる。

(27)a.Ifeltarightidiot,beingcarriedoutonastretcher,everybodygawpingatme.

(BNC)

（私は自分が全くの道化になったような気がした。担架で運び出されたから

で､皆がポカンと口を開けて私を見ていた）

b.Shewaved,butDawndidn'tseeherjbeingtooengrossedinstuffingthefiowers

intoalargecarrierbag.(BNC)

（彼女は手を振った。しかし、ドーンは彼女の姿を見なかった。花を大きな

買い物袋に詰め込むのにあまりに没頭していたからだった）

c.@That'sbecause,beingastrangertotheemotion,Ididn'trecogniseit.'(BNC)

（それは､私がその感情に疎かったので､それと気づかなかったためである）

(28)a.Didn'tHansen,sensibleman,indicatefiPomthestartthathehasnoimerestin
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management?(BNC)

（物分かりの良いハンセンは始めから経営には興味が無いと言っていません

でしたか）

b.GHeyy…'hecomplained,wounded.(BNC)

（｢ヘイー、・・・」と彼は訴えた。怪我した状態で）

c.Inl917MaxwellreturnedfifomFrancebadlywoundedandwithanMC.(BNC)

(1917年マックスウェルは、重傷を負ってそして戦功十字勲章を持って、フラ

ンスから帰ってきた）

(29)a.Mortimercrash-landedthis,alsobeingslightlyinjured.(BNC)

（モーテイマーはこれを不時着させた。そして彼もまた軽傷を負った）

b.Thedevastationwastremendous,hangarsandwoIkshopsbeingbadlysmashed.

(BNC)

（その荒廃は凄まじいものであった。格納庫や作業場はめちやくちやに破壊

されていた）

24 譲 歩

分詞構文に接続詞のthough,althoughと同じ、「譲歩｣の意味が感じられるもの

である。この意味が生ずるかどうかは最終的には文脈で判断するしかないが、例

(30a)のstill(｢依然として｣）や例(30b)のnevertheless(「それにもかかわらず])な
ど、逆接を表す可能性のある言葉が主節にある場合この意味が生ずる可能性が

高まると言える。また、例(31)のように分詞構文が主節の後に来て、追加的に主節

とは逆接的な内容の出来事が述べられる場合もある。この場合、「譲歩｣というよ

り「逆接」という方がよいかもしれない。いずれにせよ、分詞構文の表す意味の多

様性を示す一例と言える。

(30)a.Youcan'tbelievethattheycanstillsayit,havinghadthisconversationsix

hundredtimes.(BNC)

（信じられないだろうけど、彼らはまだその話を持ち出せるんだよ。そんな話

これまでに600回もしてるとゆうのに）

b・AdmittingthattheincidentfGbroughtshameanddishonouruponthepolice

profession",theLosAngelespolicechief;DarylF.Gates,neverthelessrefUsed

toaccedetodemandsfbrhisresignation.(BNC)

（その出来事が｢警察に恥と不名誉をもたらした｣ことは認めたが、ロサンジェ

ルス警察の署長、グリル。F・ゲイツはそれにもかかわらず自分への辞任要
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(31）

求に同意しなかった）

Douglas,disappointed,hadofcoursebeenpreparedfbrthisalso,andwasted

littletimeincursing.(BNC)

(ダグラスは、失望してはいたが、もちろんこのことに対しても準備をしてい

たのでいつまでも悪態をつくことはなかった）

Shehoveredfbrasecond,selectingtherightwords.(BNC)

(彼女は一瞬迷ったが、適切な言葉を選んだ）

2．5条件

分詞構文に接続詞のif;evenifと同じ、「条件｣の意味が感じられるものである。

この意味が生ずるかどうかはやはり最終的には文脈で判断するしかないが、例

(32a-b)のcan,wouldのように条件文の帰結節で頻出する助動詞が大きな目安にな

りえる。

(32)a.Acase-studycanbecarriedout,usingalmostanymethodofresearch,though

thelessstatisticalmethodsareusual.(BNC)

（事例研究は実行可能である。ほとんどどの調査法を使ったとしても。とい

っても、統計をあまり用いない方法のほうが普通ではあるが）

b.RecognisingthattheNHSismuchmorefiFagmentedthanalargecompanylit

wouldbehighlydesirabletobringmmanresourceprofessionalsandsenior

managerstogetheracrossLondontothinkthroughhowtosharebestpractice

andlearn廿omoneanotherasthechangesunfbld.(BNC)

（国民健康保険制度は大企業と比べてはるかにばらばらだと言うことを認め

るならば、ロンドン中から労働力の専門家や会社の幹部を集めて、最高の

実践例の共有方法や変化が明らかになった場合のお互いに学びあう方法

を徹底的に考えさせるのが大変望ましいでしょう）

3.分詞構文の位置と情報構造

分詞構文は主節に対して様々な位置を取りえる。基本的なものは、主節の前、

主節の中、特に主語の直後、そして主節の後､である。この分詞構文の置かれる

位置と2章で考察した分詞の表す意味の間には絶対的な規則は存在しない。しか

し、大雑把ながら傾向と呼べるものは存在するように思われる。以下この分詞構

文の位置自身が持つ意味はどんなものか、そしてこの位置と分詞構文が表す意味

の間にどのような関係が存在するのかを考察してゆく。
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既に述べたように、基本的に分詞構文は主節を副詞的に修飾する文修飾副詞

節に相当する。よって情報的には主節の方がより重要である。情報構造的に、よ

り大事な情報が後ろに来る傾向があるので、分詞構文が前にあり、主節が後ろに

来る構造が基本の形になる。よって2章で考察した「時」「原因・理由」「譲歩」「

条件｣など従属節としての役割がはっきりしている場合、この位置関係が一番安定

した分かりやすい、関連性を強く意識させる言い方となる。また、「付帯状況」の

中でも「継起」の場合、出来事が起こった順に述べられるが、分詞構文の内容が

軽く、主節の方に焦点が置かれた場合、この位置関係が採用されると思われる。

二つの出来事が「同時生起」に起こっている場合もやはり情報価値の低い方が分

詞構文となり、前に来る傾向がある。

次に主節の中に来る場合と主節の後に来る場合についてであるが、分詞構文に

おけるこれらの位置と意味の関係は例(33)-(36)のように関係代名詞の非制限的用

法の場合と類似したものだと思われる。どちらも統語的な関係はあるものの、意

味的な関係を示す語句が無い二つの節を並べているという点で同じであり、二つ

の節を結びつけようとする際の人の心の働きが同じものであるからと思われる。分

詞構文の位置と意味の関係を考察する前に、まずくこの関係代名詞の非制限的用

法の位置と意味の関係について見てゆく。

非制限的用法の関係代名詞節の果たす意味的な役割には付加的、補足説明的

記述の場合と主節と同様な重要度で伝えられる情報の場合がある。そして、非制

限的用法の関係代名詞節があらわれる位置には文中にくるものと文末にくるもの

があるが、文中にくるものは基本的に例(33a-b)の｢譲歩｣、例(34a-ljの｢追加的状

況」のように、先行詞に対する付加的、補足説明的記述である。一方、文末に来

た場合､例(35a)の｢理由」、例(35b)の｢追加的状況」のように、付加的･補足的説

明となる場合と、例(36a-b)のように主節と同様な重要度で伝えられる情報の場合

があり、後者の場合、関係代名詞は｢and+代名詞｣で書き換えた場合とほぼ同じ

と言える。

(33)a.Webb-Bowen,whohadraisedhisgavel,letitfallbackgemlyimoplace.(BNC)

（ウェッブ･ポウエン､彼は小槌を持ち上げたが、優しく、所定の位置に戻し

た）

b.Freeelections,whichcouldresultintheCommunistPartybeingreducedto

playingajuniorrole,areseenastheonlyrealisticwayfbrwardtoendEast

Germany'spoliticalandeconomiccrisis.(BNC)

（自由選挙、これにより共産党は大した役回りができない羽目になってしま
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うかもしれないが、それは東ドイツの政治的、経済的危機を終結に向かわ

せる唯一の現実的方法であると見なされている。）

(34)a.Therobberjwhohadaskinheadhaircut,tookf30andarailticket.(BNC)

（その強盗は、スキンヘッドであったが、30ポンドと列車の切符を奪った）

b・Herfatherjwhomsheadored,hadcollapsedthepreviousSeptemberwitha

cerebralhaemorrhageandhadlaininacomaintheNationalHospitalinQueen

SqUare,London,fbrnearlyfburmomhs.(BNC)

（彼女の父、彼女の敬愛する父なのだが、前年の9月に脳出血で倒れ、昏睡

状態のまま、ほとんど4ケ月の間ロンドンのクウイーンスクエアーにある国立

病院にいた）

(35)a.Proteinisimportantasthesourceoftherawmaterialsfbrbuilding叩and

repairingourbodytissuesandourenzymes,whicharelargelyprotein.(BNC)

（プロテインは我々 の肉体組織と酵素を作り上げ補修するための原材料とし

て重要である。なぜならそれらはほとんどプロテインで出来ているからであ

る）

b.InNovemberl987Noboru'IhkeshitabecamePrimeMinisterfbllowingthe

retirementofYasuhiroNakasone,whohadledtheLDPsincel982.(BNC)

(1987年ll月、竹下登は中曽根康弘の引退の後、首相になった。中曽根は

1982年から自民党を率いていた）

(36)a.ShementionedthemattertoChristopherlwhoshowedsomeanger.(BNC)

（彼女はその件をクリストファーに話した｡すると彼はいくらか怒りを見せた）

b.Therewasadeliciousice-coldsoupwithtostones,croutons,choppedpimiento

andchoppedcucumber,whichwereaddedasitwasserved.(BNC)

（実にうまい氷のように冷たいスープがあったが、それにはトストーネ、クルト

ン、刻み赤ピーマンに刻みキュウリが付いていて、それらは給仕される際に

スープに加えられた）

分詞構文の場合も関係代名詞の場合と同じように主節の中にある場合は構造

的にも主節の内部に取り込まれており、例(37a-b)のように意味的に従属的な立場

になる。また、主節の後にきた場合も関係代名詞と同じく、意味的に従属的な立

場になる場合と、主節と対等な立場になる場合がある。「時」「原因･理由」「譲

歩」「条件｣など従属節としての役割がはっきりしている分詞構文の場合、例(38a-
b)のように、それは追加的･補足的に述べたことになる。また､付帯状況のなかで
も「同時生起」や｢追加的状況･説明」の場合も例(39a)のようにこれにあたる。一
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方で｢継起」の場合は例(39b)のように主節と同等の情報価値があるものとして述

べられていると考えられる。

(37)a.TheFrench,havingbeenvictimsofGermanoccupation,weremuchlesscertain

aboutthispolicy・F7a)

b.Douglas,disappointed,hadofcoursebeenpreparedfbrthisalso,andwasted

littletimeincursing.F30c)

(38)a.Thecoachdoorremainedclosed;sherappedonthewindow,seeingastillfigure

seatedinside.F25a)

b.Acase-studycanbecarriedout,usingalmostanymethodofresearch,though

thelessstatisticalmethodsareusual.F32a)

(39)a.Adeleturnedaway,apparentlysatisfied,andlsabelshrankbackonthebench,

halfhiddenbyAdele'sbodyastheothergirlleanedfbrwardtohearwhatwas

goingon.F20a)

b・Hesuddenlyswungherupintohisarms,lookingdownatherwithburningeyes.

F15a)

次に「同時生起」の場合のカンマの有無について考察する。2.l.2で既に述べ

たように「同時生起」の意味の分詞構文が主節の後に来る場合、例(40a)のように

カンマが無い場合と例(401jのように有る場合が存在する。カンマが無い場合、分

詞は主節と一体になっており、例(41)のreadingのように主節の主語を修飾する擬

似補語としての働きを担っていると考えられる。一方、カンマが有る場合はそこ

で一旦文が切れることになり、意味的なまとまりもそこで切れることになる。従っ

て、例(40b)のカンマの後のwhistleは構造的な支えを失って、主節との意味関係

は文脈で判断されることになり、同時生起と判断されれば、追加的な記述と見な

されることになる。尚、既に述べたように、分詞構文では情報構造的に主節の方

に重きが置かれるが、「同時生起｣でカンマが無く、擬似補語として働いてると

思われる場合、例(42)のように分詞の方に重きが置かれる場合がある。例(42)の

分詞disappointedは前にカンマが無いので、擬似補語に近い働きをしており、情
報価値も高いと思われる。それが証拠に接続詞butを挟んで対立している概念は

disappoimedとgladであって、disappoimedが情報の焦点になっていることが分かる。

(40)a.Ispenddayswalkingandlookingfbrcompositions&F18a)

b.Shewalkedroundhim,whistling,buthedidn'tstir.F191j
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(41)

(42）

Isatreadinginthelounge-bar.(BNC)

(私はラウンジバーで座って本を読んでいた）

Iwalkedawaydisappointedbutlwasgladl'dfbundsomeonenewwhomlcould

confidein.(BNC)

(私は意気消沈して、歩いてその場を立ち去った。しかし、秘密を打ち明け

ることのできる人が新たに見つかってうれしかった）

4.接続詞付きの分詞構文

分詞構文は基本的に接続詞を持たない。よって、主節との意味関係が複合的

になって様々な含みを生み出すことが出来るのだが、一方では意味関係が分かり

にくいという点もある。主語が無く、動詞も定型化しないという分詞構文の簡潔さ

を残しながらも、その分かりにくさを軽減するために接続詞を付加したものがこの

形である。例(43a-c)のように主節の前･中･後のいずれにも置かれる。

(43)a.WhenreadingstoriesaboutThomastheTankEnginetomydaughter,Inever

thoughtitsexist.(BNC)

（娘に機関車トーマスの話を読み聞かせている時、私はそれが性差別的な

ものだとは全然思わなかった）

b・ShehashadskingraftssincebeingbadlyburnedintheSiberiantraindisaster.

(BNC)

（彼女はシベリアでの列車大惨事でひどい火傷を負って以来何度も皮層移

植をしている）

c.Mydaughter,althoughclearlydistressedatthetragedyjpreferredtostayathome

withthechildren.(BNC)

（私の娘は、明らかにその悲劇に苦しんではいたが、子供たちと一緒に家に

いることの方を好んだ）

5.懸垂分詞

基本的に分詞構文には主語は無く、主節の主語が意味上の主語となっており、

その場合にのみ主語の省略が可能である。しかし、分詞構文の中には主語が主

節の主語と違うにもかかわらず、省略されているものがある。このような分詞構文

が一般に懸垂分詞と呼ばれている。ただし、省略される名詞はどんなものでも可

能と言うわけではなく、例(44a-d)のように主節の主語以外のどこかに分詞構文の

意味上の主語を指すような語句が存在する場合が多い。（(『Quirkaaﾉ.:1972)
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この傾向は語句の省略における復元可能性の観点から考えれば当然のことと言え

る。例えば、例(44a)ではyourが､例(44b)ではmyが、例(44c)ではusが、例(44d)では

viewがそれぞれ分詞構文の意味上の主語を指し示していると言える。また、例(45)

のように、時を表すitが省略されていると思われるものもある。更に、分詞構文の

中には例(46a)のように前にある主節全体が主語となっているもの(3)、数は少ない

が例(46b)のように後に来ている主節全体を主語としているものもある。いずれもこ

の懸垂分詞の仲間と言える。

(44)a.Havingstudiedtheseonandofffbrsomedays,whatisyouropinion?F9c)

b・NeverhavingbeentoLondonbefbre,allmynotionscamefromnewsreelsand

movieslikeOliverTwist,SherlockHolmesandMaryPoppins.F12b)

c.WalkingtothetinymountainvillageofAxos,therewasafifiendlyexcitememin

theairaslocalswavedusonourwaytotheopenairtaverna.(BNC)

（アクソスという小さな山村へと歩いてゆくと、好意的な興奮の雰囲気があ

った。それは露店のギリシャ料理店へ行く途中地元の人たちが我々に手を

振ってくれた時のことだ）

d・AlthoughbestappreciatedfiFomtheground,anaerialviewisstillworthwhile.

(BNC)

（地上からの景色が最高であるが､空からの眺めも依然として価値があった）

(45)Ateighto'clock,MrsBeanwasstillsleeping.(BNC)

（8時だったが、ビーン夫人はまだ寝ていた）

(46)a.Hepausedabeat,causinghertotenseinanticipation.(BNC)

（彼は少し間をおいた、それで彼女は期待で緊張した）

b.Unknowntohim,hiswifeisagambler,whoovertheyearshasbeensecretly

gamblingawayhismoneyandassets.(BNC)

（彼には知られていなかったが、彼の妻はギャンブラーで、ここ何年も秘か

に彼のお金や資産をギャンブルですっていた）

また確立した言い回しの中には例(47a-d)のように意味上の主語が一般の人であ

るものが多くある。

(47)a.Generallyspeaking,mostMinistersrelyonothersfbrmostoftheirideas.(BNC)

（一般的に言って、ほとんどの大臣は自分たちの考えのほとんどを他人に頼

っている）
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b.JUdgingfiFomhervoice,shehadbeencrying.(BNC)

（彼女の声から判断すると、彼女はそれまでずっと泣いていたようだ）

c.Allthingsconsidered,shewouldbebettermarried.←3句

d.Speakingofcost,BewdsleyうcanIaffbrdtobuyahunting-box?(BNC)

（費用と言えぱさ、ビューズリー。私に狩猟小屋は買えるかな）

6.独立分詞構文

前章で述べたように、分詞構文の主語は主節の主語と同じであり、それが省略

されているのだが、例(48a-c)のように主節の主語と異なったものが分詞構文の主

語となり、それが明示される場合がある。このような分詞構文が一般に独立分詞

構文と呼ばれている。

(48)a.NonethelessthedelegationsmetinFreetownonJUlylO,theNPFLbeing

representedbyspokesmanTbmWoewiyu.(BNC)

（それにもかかわらず《代表団は7月10日にフリーータウンで会合した。NPFL

はスポークスマンのトム･バーヴイユーが代表であった）

b.Walkingtothekitchen,shefilledtheelectrickettle,herhearthammeringinher

chest.(BNC)

（台所に歩いて行って、彼女は電気ヤカンに水を一杯に入れた。彼女の心臓

はドキドキしていた）

c.Thisnotbeingthecaselhavebenefitedmuchfifomthepeaceandquietandfifom

thefifeshair.(BNC)

（これは本当ではないので、私は安息と新鮮な空気から多くの益を得てい

た）

独立分詞構文の一種で例(49a-句のようにwithを付けて主節に対して付帯状況の

関係にあることを明示する用法がある。主節との関係を明示するという点におい

ては、4章で考察した接続詞付きのものと同じと言える。

(49)a.Withtearsrunningdownherface,sheblamedherselfbitterly.(BNC)

（涙が頬を伝わって流れ落ちるがまま、彼女は自分を激しく責めた）

b.IbetyoucouldHythisthingwithyoureyesclosed.(BNC)

（きっとあなたは目を閉じたままでこれを飛ばすことが出来るよ）
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おわりに

以上分詞構文についての考察の結果をまとめると次のようになると思われる。

･分詞構文の基本的な形態的特徴は、①接続詞が無いこと②主語が無いこと

③動詞に時制が無く、現在分詞や過去分詞の形をとることである。

･分詞構文は完了形や否定形の点で他の準動詞であるtO不定詞や動名詞と同

じような特性を持っている。

･分詞構文の基本的機能は従属節として副詞的に主節を修飾することである。

･主節との意味関係の典型的なものは、「付帯状況」「時･場合」「原因･理由」

「譲歩」「条件｣の5つであるが、実際には接続詞が無いため暖昧かつ複合的

になる傾向があり、これが分詞構文の存在意義のひとつと言える。

･分詞の置かれる位置は①主節の前②主節の中③主節の後であり、置かれる

位置やカンマの有無によって意味関係や情報の焦点が変わってくる。

･不定詞付きの分詞構文、懸垂分詞、独立分詞構文など基本形から外れた用

法が多くあり、文法的な寛容度･許容度の高い構文と言える。

NOTE

(1)分詞構文は接続詞や主語が無く、動詞の時制も考慮しない簡潔な表現である。接続詞

が無いことで主節との間に複合的な意味関係が生じ、主語が無く、動詞の時制を考慮

しないことによって、情景描写をする際に、まわりくどくない簡潔さや出来事の変化の速

さ、そして時には切迫感などを表現することが出来る。よって、小説や新聞英語などで

は多くみられるが、主節との意味関係の暖昧さから口語表現では避けられる傾向があ

る。分詞構文には以上のような文体論的考察も可能であるが、本稿では意味論的、統

語論的、語用論的考察を中心に進めてゆく。

(2)BritishNationalCorpusより採取した例文。本稿の例文の全てがBNCからのものであ

る。BNCとはオックスフォード大学出版局が中心となって作成した現代イギリス英語（

口語、文語の両方を含む)のコーパスである。詳細についてはインターネットの以下の

アドレスより入手可能。http"www.natcorp.ox.ac.uk/

(3)Whichの非制限的用法にも下記のように前文の内容をうける用法がある。

YouwentawaywhenCaptainSmollettwaswounded,whichwasn'tabravethingtodo.

(BNC)

（君はキャプテンのスモレットが怪我をした際に、立ち去った。それは勇敢な行為とは言

えない）
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